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被
災
し
な
い
と
気
づ
か
な
い

ト
イ
レ
の
落
と
し
穴

蓋
の
自
動
開
閉
、
暖
房
便
座
、
自
動

水
洗
…
…
。
私
た
ち
の
ト
イ
レ
は
驚
く

ほ
ど
快
適
だ
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
災

害
が
起
き
る
と
、
こ
の
快
適
さ
は
失
わ

れ
る
。
２
０
２
４
年
（
令
和
６
）
元
日
に

起
き
た
能
登
半
島
地
震
で
も
、
ト
イ
レ

が
使
え
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。

「
ト
イ
レ
は
日
々
の
排
泄
を
受
け
止
め

る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
」

そ
う
話
す
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ト

イ
レ
研
究
所
（
以
下
、
日
本
ト
イ
レ
研
究
所
）

の
代
表
理
事
、
加
藤
篤
さ
ん
だ
。

「
水
洗
ト
イ
レ
は
給
水
・
排
水
、
排
水

処
理
施
設
、
電
気
な
ど
、
複
数
の
要
素

が
整
わ
な
い
と
成
立
し
な
い
、
あ
る
意

味
も
ろ
い
シ
ス
テ
ム
。『
災
害
が
起
き
る

と
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
』
こ
と
は
、
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
」（
加
藤
さ
ん
。
以
下
同
）

災
害
時
は
、
給
水
設
備
の
破
損
や
停

電
に
よ
る
ポ
ン
プ
停
止
で
断
水
し
、
流

す
水
が
届
か
な
い
。
同
時
に
、
排
水
管

に
異
常
が
生
じ
、
下
水
管
や
浄
化
槽
が

壊
れ
る
と
汚
水
も
流
せ
な
く
な
る
。

興
味
深
い
デ
ー
タ
が
あ
る
。
平
成
28

年
熊
本
地
震
が
発
災
し
て
３
時
間
以
内

に
約
４
割
、
６
時
間
以
内
に
約
７
割
の

人
び
と
が
「
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ

た
」
の
だ
。

「
人
間
は
６
時
間
、
水
や
食
事
な
し
で

も
大
丈
夫
で
す
が
、
ト
イ
レ
は
そ
う
は

い
き
ま
せ
ん
。
当
事
者
に
な
ら
な
い
と

想
像
し
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

日
本
ト
イ
レ
研
究
所
は
能
登
半
島
地

震
発
災
に
お
け
る
避
難
所
21
カ
所
の
ト

イ
レ
を
調
査
。
日
時
の
記
録
が
残
る
10

カ
所
の
う
ち
、
３
日
以
内
に
仮
設
ト
イ

レ
の
支
援
が
来
た
の
は
１
カ
所
だ
っ
た
。

外
部
の
助
け
は
す
ぐ
に
来
な
い
の
だ
。

ト
イ
レ
パニッ
ク
が
起
こ
す

３
つ
の
リ
ス
ク
と
は
？

災
害
が
起
き
た
ら
ト
イ
レ
は
使
え
な

い
が
、
使
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
30
年
間
、

被
災
地
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
が

『
ト
イ
レ
パ
ニ
ッ
ク
』
で
す
」
と
加
藤

さ
ん
は
指
摘
す
る
。

ト
イ
レ
パ
ニ
ッ
ク
と
は
、
便
器
に
大

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

災
害
時
の
ト
イ
レ

　
　
　

大
き
な
災
害
が
起
き
た
後
、

　

常
に
問
題
と
な
る
の
が「
ト
イ
レ
」

で
す
。災
害
時
に
水
洗
ト
イ
レ
は
ほ
ぼ

使
え
ま
せ
ん
。し
か
し
、排
泄
を
我
慢

す
る
こ
と
は
人
び
と
の
健
康
状
態
に

悪
い
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。そ
こ
で

「
皆
が
連
携
し
な
け
れ
ば
安
心
で
き

る
ト
イ
レ
環
境
は
つ
く
れ
な
い
」と
災

害
時
の
ト
イ
レ
調
査
や
防
災
ト
イ
レ

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
数
多
く
手
が
け
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ト
イ
レ
研
究
所

の
加
藤
篤
さ
ん
に
、水
が
不
足
す
る
災

害
時
に
有
効
な
ト
イ
レ
や
事
前
に
地

域
で
取
り
組
め
る
こ
と
な
ど
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

個
人
的
な
備
え
と

地
域
の
備
え

図1 地震発生後、何時間で
 トイレに行きたくなったか？

図2 仮設トイレが避難所に行き
 わたるまでに要した日数

図3 災害時に自宅のトイレが
 使えなくなったらどうするか？
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小
便
が
あ
ふ
れ
、
著
し
く
不
衛
生
に
な

っ
た
状
況
を
指
し
、
３
つ
の
リ
ス
ク
を

も
た
ら
す
。
１
つ
め
は
集
団
感
染
だ
。

ド
ア
ノ
ブ
、
便
座
、
洗
浄
レ
バ
ー
、
水

道
の
蛇
口
な
ど
、
ト
イ
レ
を
使
う
人
び

と
は
同
じ
箇
所
に
触
れ
る
。
水
不
足
で

手
洗
い
が
十
分
に
で
き
な
い
状
況
で
複

数
人
が
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
と
、
ウ
イ

ル
ス
が
広
が
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

「
能
登
半
島
で
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
同
時

発
生
し
た
避
難
所
も
あ
り
ま
し
た
」

２
つ
め
は
、
避
難
者
が

不
便
・
不
衛
生
な
ト
イ
レ

に
行
く
回
数
を
抑
え
よ
う

と
水
分
摂
取
を
控
え
て
、

健
康
を
損
な
う
リ
ス
ク
。

脱
水
や
免
疫
力
の
低
下
で

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候

群
や
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺
炎
な
ど
を

発
症
し
て
災
害
関
連
死
に

至
る
。「
熊
本
地
震
で
は
災

害
関
連
死
が
直
接
死
の
4

倍
に
上
り
ま
し
た
。
安
心
で
き
る
ト
イ
レ

が
あ
れ
ば
、
皆
さ
ん
し
っ
か
り
と
水
分

を
摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
背
景
に
あ

る
の
は
ト
イ
レ
問
題
な
の
で
す
」　

都
市
部
で
は
高
層
の
オ
フ
ィ
ス
や
マ

ン
シ
ョ
ン
に
、
縦
に
積
み
重
な
る
よ
う

に
人
び
と
が
暮
ら
す
。
災
害
時
に
外
出

す
る
の
は
危
険
が
伴
う
の
で
、
建
物
が

安
全
で
あ
れ
ば
会
社
や
自
宅
に
避
難
し

た
方
が
よ
い
と
加
藤
さ
ん
は
言
う
。

「『
ト
イ
レ
が
な
い
と
暮
ら
せ
な
い
』

こ
と
は
盲
点
に
な
り
が
ち
。
水
や
食
料

と
セ
ッ
ト
で
、
ト
イ
レ
を
備
え
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
」

リ
ス
ク
の
３
つ
め
は
治
安
の
悪
化
だ
。

ト
イ
レ
は
共
同
生
活
を
強
い
ら
れ
る
避

難
所
で
一
人
に
な
れ
る
唯
一
の
場
所
。

「
人
間
は
安
心
で
き
れ
ば
副
交
感
神
経

が
優
位
に
な
り
排
泄
で
き
ま
す
が
、
不

便
・
不
衛
生
な
ト
イ
レ
で
は
イ
ラ
イ
ラ

が
募
り
、
秩
序
が
乱
れ
ま
す
」

「
食
べ
て
出
す
＝
排
泄
」
が
滞
る
と
、

心
身
と
も
に
健
康
で
は
い
ら
れ
な
く
な

る
の
だ
。

必
須
な
の
は「
携
帯
ト
イ
レ
」

そ
の
他
の
ト
イ
レ
も
活
用
を

で
は
災
害
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
何

を
備
え
る
べ
き
か
。

「
初
期
対
応
で
使
え
る
の
が
、
便
器
に

取
り
付
け
る
袋
式
の
『
携
帯
ト
イ
レ
』
で

す
。
災
害
が
起
き
た
ら
、
ま
ず
は
取
り

付
け
ま
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
パ
ニ
ッ
ク
回

避
の
第
一
歩
で
す
」

排
水
設
備
や
下
水
道
が
壊
れ
て
い
る

の
に
便
を
流
す
と
ト
イ
レ
は
詰
ま
っ
た

り
、
あ
ふ
れ
た
り
す
る
。
携
帯
ト
イ
レ

は
こ
れ
を
防
ぐ
う
え
、
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
、
避
難
所
な
ど
ど
こ
で
も
使
え
る
。

「
災
害
時
も
で
き
る
だ
け
日
常
に
近
い

環
境
が
理
想
で
す
。
携
帯
ト
イ
レ
は
建

物
内
の
ト
イ
レ
を
使
い
ま
す
の
で
、
鍵

も
か
か
っ
て
安
心
で
す
」

た
だ
し
、
携
帯
ト
イ
レ
を
災
害
時
に

初
め
て
使
う
の
は
難
し
い
。
編
集
部
も

取
材
前
に
試
し
た
が
、
ペ
ー
パ
ー
の
処

理
や
凝
固
剤
の
使
い
方
に
戸
惑
い
、
固

め
た
尿
の
ず
っ
し
り
と
し
た
重
み
に
驚

い
た
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
厚
手
な
の
で
、
空

気
を
抜
い
て
縛し

ば

る
の
も
簡
単
で
は
な
い
。

「
そ
う
な
ん
で
す
。
災
害
前
に
一
度
は

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
実
は
能
登
半

島
地
震
で
調
査
し
た
避
難
所
の
９
割
で

携
帯
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

使
っ
た
こ
と
が
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、

避
難
所
の
運
営
者
は
『
日
本
中
の
小
学

校
で
練
習
さ
せ
て
ほ
し
い
』
と
言
っ
て

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

災
害
時
の
ト
イ
レ

KATO Atsushi
1972年愛知県生まれ。まちづくりのシンクタ
ンクを経て現職。災害時のトイレ調査や防
災トイレワークショップの実施、防災トイレ
計画の作成などを展開。著書に『うんちはす
ごい』『もしもトイレがなかったら』『トイレか
らはじめる防災ハンドブック―自宅でも避
難所でも困らないための知識』などがある。1

携帯トイレを濡らさ
ないために便座をあ
げて、便器にポリ袋
を取り付ける

2
便座を下ろし、携帯
トイレを取り付ける

3
吸収シートや凝固
剤でうんちやおしっ
こをかためる　

4
使ったあとは空気を
抜いてしっかりと結
んだら、ふたつきの
容器等に保管する

インタビュー

加藤 篤さん

NPO 法人日本トイレ研究所 代表理事

■ 携帯トイレの使い方

個
人
的
な
備
え
と

地
域
の
備
え

いのちと暮らしを守る災害時のトイレ――個人的な備えと地域の備え
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い
ま
し
た
」

使
用
済
み
の
携
帯
ト
イ
レ
は
可
燃
ご

み
に
な
る
が
（
各
自
治
体
に
要
確
認
）、
災
害

時
に
す
ぐ
回
収
す
る
の
は
難
し
い
の
で

保
管
す
る
こ
と
に
な
る
。
災
害
時
に
平

均
で
一
日
５
回
ト
イ
レ
に
行
く
と
す
る

と
、
４
人
家
族
な
ら
一
日
20
袋
だ
。
携

帯
ト
イ
レ
だ
け
で
長
期
間
暮
ら
す
の
は

厳
し
い
。

そ
こ
で
、
発
災
か
ら
３
日
目
以
降
は
、

避
難
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
仮
設

ト
イ
レ
を
併
用
し
た
い
。
例
え
ば
昼
間
は

避
難
所
の
仮
設
ト
イ
レ
を
、
夜
間
は
家
で

携
帯
ト
イ
レ
を
使
う
方
法
も
あ
る
。
時

間
経
過
と
と
も
に
選
択
肢
を
増
や
し
、

し
尿
と
い
う
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
の
だ
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
と
は
、
マ
ン
ホ

ー
ル
上
に
便
器
と
個
室
を

設
置
す
る
も
の
。
大
小
便

を
下
水
道
に
流
せ
る
構
造

の
「
接
続
型
」
と
、
マ
ン

ホ
ー
ル
の
下
に
便
槽
が
あ

り
後
日
汲
み
取
る
「
貯
留

型
」
が
あ
り
、
接
続
型
に

は
さ
ら
に
３
タ
イ
プ
あ
る

（
図
５
参
照
）。
組
み
立
て
れ

ば
す
ぐ
に
使
え
る
う
え
、

地
面
と
の
段
差
が
ほ
ぼ
な

い
た
め
高
齢
者
や
車
椅
子

の
人
で
も
使
い
や
す
い
。
た
だ
し
、
ど

の
マ
ン
ホ
ー
ル
で
も
使
え
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
事
前
に
確
認
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

一
方
、
仮
設
ト
イ
レ
は
、
河
川
敷
や

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
お
な
じ
み
の
ボ
ッ
ク

ス
型
ま
た
は
組
み
立
て
型
の
ト
イ
レ
。

下
部
に
汲
み
取
り
用
の
タ
ン
ク
を
備
え

て
い
る
場
合
が
多
い
。
和
式
タ
イ
プ
は
、

足
腰
に
不
安
の
あ
る
高
齢
者
や
慣
れ
て

い
な
い
子
ど
も
に
は
使
い
づ
ら
い
面
が

あ
る
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

地
域
で
ト
イ
レ
を
備
え
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
を
担
う
の
は
主
に
自
治
体
職
員

だ
が
、
災
害
時
は
駆
け
つ
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
多
い
。
そ
こ
で
自
治
会
や
町
内

会
な
ど
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

設
置
場
所
を
考
え
た
り
使
用
す
る
機
会

を
つ
く
る
な
ど
し
て
お
く
と
安
心
だ
と

加
藤
さ
ん
は
言
う
。

「
高
齢
化
率
50
％
を
超
え
る
能
登
半
島

地
震
の
避
難
所
で
、
仮
設
ト
イ
レ
の
85

％
が
和
式
で
し
た
。
せ
っ
か
く
届
け
て

い
た
だ
い
て
も
高
齢
者
や
障
害
者
は
使

え
な
い
の
で
す
」

こ
の
よ
う
な
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
も
、
実
際
に
利
用
で
き
る

か
の
確
認
が
必
要
だ
。

「
ト
イ
レ
は
個
々
の
習
慣
で
す
。
他
人

に
見
せ
な
い
の
で
情
報
が
共
有
さ
れ
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
ト
イ
レ
な
ら
安
心
で
き

る
か
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

確
認
す
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

ト
イ
レ
に
施
錠
が
可
能
か
、
段
差
の
有

無
、
手
洗
い
設
備
や
掃
除
道
具
の
準
備
、

そ
し
て
照
明
を
ど
う
す
る
か
。
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や
防
犯
ブ
ザ
ー
の
設
置
、

性
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
の
男
女
別
動
線
な

ど
、
地
域
レ
ベ
ル
で
も
検
証
し
て
お
き

た
い
。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県

の
東
松
島
市
で
は
、
小
学
校
の
運
動
会

で
教
職
員
と
保
護
者
が
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
を
設
置
し
て
実
際
に
利
用
し
て
い

る
。
小
学
校
は
指
定
避
難
所
で
、
運
動

会
に
集
ま
る
の
も
地
域
住
民
。
災
害
時

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
絶
好
の
機
会

だ
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
や
仮
設
ト
イ
レ
を
用
い
て
訓
練
を

兼
ね
る
事
例
は
全
国
に
あ
る
。

「
災
害
時
に
助
け
を
待
っ
て
大
変
な
思

い
を
す
る
よ
り
、
自
分
た
ち
で
動
け
る

よ
う
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
結
果
的
に

自
分
た
ち
を
守
り
ま
す
」
と
加
藤
さ
ん

は
言
う
。
大
事
な
人
を
守
る
た
め
に
も
、

万
全
の
備
え
で
臨
み
た
い
。

（
２
０
２
５
年
４
月
17
日
取
材
）

小学校の運動会でマンホールトイレを設置する行政職員
と保護者。児童や保護者が実際にマンホールトイレを利用
提供：東松島市建設部下水道課

図4 災害時に切れ目なくトイレ環境を確保するには？

図5 下水道接続型マンホールトイレの形式（例）

出典：国土交通省 水管理・国土保全局 下水道部
　　「マンホールトイレ整備・運用のためのガイドライン」
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下水道
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水の文化 79号　特集　備えは日常のなかにある

【トイレ】




